


　

宮
沢
賢
治
の
童
話
に
〝
注
文
の
多
い
料

理
店
〞
と
い
う
の
が
あ
る
。物
語
は
、
あ
る

紳
士
二
人
が
山
奥
に
狩
り
に
出
か
け
る
。

そ
こ
で
道
に
迷
い
、
お
腹
も
す
い
て
き
た

こ
ろ
、
洋
風
の
料
理
店
「
山
猫
軒
」
が
目
の

前
に
現
れ
る
。料
金
は
無
料
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
二
人
は
大

喜
び
で
中
に
入
る
。振
り
返
る
と
戸
の
裏
側
に
「
特
に
太
っ
た

方
、
若
い
方
大
歓
迎
」と
書
い
て
あ
る
。奇
妙
に
思
い
な
が
ら
も

無
料
と
い
う
言
葉
に
釣
ら
れ
、「
髪
を
整
え
て
」↓「
帽
子
と
靴
を

脱
い
で
」↓「
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ
て
」↓「
香
水
を
振
り
か
け
て
」

と
進
ん
で
行
く
。そ
し
て
最
後
の
扉
に
書
か
れ
て
い
た
の
は「
壺

の
中
の
塩
を
よ
く
も
み
込
ん
で
下
さ
い
」。そ
こ
で
や
っ
と
自
分

達
が〝
料
理
さ
れ
る
側
〞だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
と
い
う
内
容

だ
。

　

こ
の
物
語
は
新
基
地
に
関
わ
る
選
挙
の
度
に
私
の
頭
の
中
で

「
山
猫
が〝
政
府
〞、
客
が〝
県
民
〞」に
置
き
換
わ
っ
て
展
開
さ
れ

る
。一
九
九
六
年
に
日
米
が
普
天
間
返
還
に
合
意
し
て
か
ら
、政

府
は
「
ア
メ
と
ム
チ
」（
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
首
長
に
は

交
付
金
を
凍
結
、
減
額
し
、
容
認
の
首
長
に
は
交
付
金
を
増
額

し
、保
育
料
、給
食
費
、子
ど
も
医
療
費
無
料
に
す
る
等
）を
露
骨

に
繰
り
返
し
て
き
た
。県
民
所
得
が
全
国
最
下
位
、子
供
の
貧
困

率
ワ
ー
ス
ト
1
、
最
近
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
ト
リ
プ
ル
パ
ン
チ
を

受
け
て
い
る
県
民
を「
ア
メ
」で
誘
導
す
る
の
は
狡
猾
な
山
猫
に

は
容
易
な
こ
と
だ
ろ
う
。

　

先
日
、
台
湾
包
囲
軍
事
演
習
を
強
行
し
た
中
国
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
5
発
が
日
本
の
E
E
Z
内
に
落
下
し
た
。背
筋
が
寒
く
な

る
思
い
を
し
た
が
、
遠
く
離
れ
た
政
府
は
国
葬
の
準
備
と
旧
統

一
教
会
問
題
で
忙
し
そ
う
だ
。沖
縄
は
今
後
も
ア
メ
リ
カ
が
隣

国
を
刺
激
す
る
た
び
に
怯
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　

十
一
日
は
県
知
事
選
挙
。私
た
ち
は
今
、最
後
の
扉
の
前
に
立

っ
て
い
る
。「
山
猫
の
餌
食
に
な
る
か
、
引
き
返
し
て
新
基
地
反

対
を
貫
く
現
知
事
に
投
票
す
る
か
」。と
こ
ろ
で
、
物
語
の
結
末

は
…
。

ハ
ル
サ
ー　

金
城 

稲
子

注
文
の
多
い
料
理
店
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　6階病棟は循環器内科・心臓血管外科・一般内科の混合病棟です。
　慢性心不全看護認定看護師1名、心不全療養指導士3名、心臓リハビリ
テーション指導士1名が在籍しており、患者様へ専門性の高い看護ケア
や生活指導が行えるよう日々情報共有や勉強会を重ねています。現在コ
ロナ感染拡大の影響で外来心臓リハビリテーションなども制限せざるを
得ない状況が続いていますが、患者様により良い医療・看護が提供でき
るよう部署一丸となって頑張っていきたいと思います。

6階病棟　看護師長　新垣 亮樹

⑦ ６階病棟部 署 紹 介

画・内科医 上原 和博

故郷を返せ/オスプレイは飛ぶな
ふる  さと

居座り続ける米海兵隊基地・普天間飛行場
私たちはこの現実を直視しなければならない

　DPCとは、急性期医療の｢標準化・効率化｣と慢性期医療の連携を目
的とし、①DPC分類（傷病ごとの診断群分類）、②DPC包括支払い（薬
剤や入院料などが包括）、③DPCデータ（制度維持や医療評価）の3要
素で構成されている医療システムで、82大学病院、1682医療機関がこ
の制度に参加しています。沖縄県内でも、沖縄協同病院を含めて22医
療機関が参加しています。
　DPC病院に入院した時の入院料は、①DPC分類と②DPC包括支
払いに手術料などが加わり請求され自己負担分の支払いになります。
また、医療機関から収集した③DPCデータをもとに患者病態ごとの
標準的な範囲の医療であれば診療報酬収入が確保され収支が改善さ
れるように最適化され、逆に標準よりも過剰に検査、薬剤が使われた
り、または急性期で長期に入院している場合は、診療報酬支払いは少
なくなる仕組みになっています。
　DPCコーディング委員会は、③DPCデータをもとに自院の医療活
動を分析することにより、問題・課題を見つけ改善して、急性期医療機
関（沖縄協同病院）と慢性期医療機関（とよみ生協病院）の連携により
標準で効率的な医療を提供できることを目指して活動をしています。

DPCコーディング委員会　宮城 大樹

委員会活動報告 6.DPCコーディング委員会

総務課長
安座間 太一

　2022年7月1日付で沖縄協同病院
の総務課長に就任しました安座間太
一と申します。入職してからは医療事
務課外来・入院（医療事務業務）、用
度課（物品管理・購買業務）を経て、現
在、総務課で勤務しています。
　総務課では、庶務、給与処理、電話
交換、院内駐車場管理・誘導、職員駐
車場管理、送迎車両運転の業務に加

え、救急搬送対応など多彩な業務を行っています。私自身は
庶務、給与処理などの労務関連業務と救急搬送対応を、
2021年2月から主任としての業務も兼任で経験してきました。
　就任してから2ヵ月目になりますが、毎日業務範囲を少しず
つ広げながら修行中です。
　今後は、部署スタッフの実務育成やレベルアップに向けて
日々実践しながら日常業務、病院運営に支障がでないようしっ
かり対応していきたいと考えています。微力ではございますが
これまで培ってきた経験を活かしていければと思います。
　組合員・職員の皆様、今後とも、どうぞ宜しくお願いします。
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